
数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

大学等名

プログラム名

① 対象となる学部・学科名称 ② 教育プログラムの修了要件

③ 修了要件

必要最低単位数 単位 履修必須の有無

単位数 必須 1-1 1-6 単位数 必須 1-1 1-6

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

単位数 必須 1-2 1-3 単位数 必須 1-2 1-3

2 ○ ○

2 ○

2 ○ ○

単位数 必須 1-4 1-5 単位数 必須 1-4 1-5

2 ○ ○

2 ○

2 ○

単位数 必須 3-1 3-2 単位数 必須 3-1 3-2

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

データサイエンス概論

情報リテラシーI

こどもコミュニケーション論

⑦ 「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩
等、データを守る上での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

こどもコミュニケーション論

⑥ 「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフ
ラ、公共、ヘルスケア等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

データサイエンス概論

情報リテラシーI

情報リテラシーI

こどもコミュニケーション論

⑤ 「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用
なツールになり得るもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

データサイエンス概論

データサイエンス概論

情報リテラシーI

こどもコミュニケーション論

マス・コミュニケーション学科、情報文化学科2022年度以降入学者、こどもコミュニケーション学科2023年度以降入学者
「データサイエンス概論」を履修すること。

こどもコミュニケーション学科2022年度 以降入学者
「情報リテラシーI」「情報リテラシーII」「こどもコミュニケーション論」を履修すること。

2 令和８年度以降に履修必須とする計画、又は未定

④ 現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自ら
の生活と密接に結びついている」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

様式１-2

江戸川大学

数理・データサイエンス・AI教育プログラム

プログラムを構成する授業科目について

学部・学科によって、修了要件は相違する

メディアコミュニケーション学部(マス・コミュニケーション学科、情報文化学科、こどもコミュニケーション学科)
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

単位数 必須 2-1 2-2 2-3 単位数 必須 2-1 2-2 2-3

2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

⑨ 選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-1

1-6

1-2

1-3

1-4

1-5

（３）様々なデータ利活
用の現場におけるデー
タ利活用事例が示さ
れ、様々な適用領域
（流通、製造、金融、
サービス、インフラ、公
共、ヘルスケア等）の
知見と組み合わせるこ
とで価値を創出するも
の

・様々なデータ解析の具体的内容、データサイエンス概論(4回目)
・様々なデータ可視化の方法(可視化目的（比較、構成、分布、変化など）に応じた図表化の判断
や、1次元、多次元の可視化方法として、各種グラフ（棒グラフ、折れ線グラフ、積み上げ棒グラフな
ど）や散布図、散布図行列の他、関係性の可視化をするネットワーク)やAIの歴史と現状（推論、探
索、トイプロブレム、エキスパートシステムに対応したAIや、汎用AI/特化型AI（強いAI・弱いAI）、フ
レーム問題）、「データサイエンス概論」（5回目）
・データ・AI利活用のために用いられている技術(AIとビッグデータ、非構造化データ処理、認識技
術、パターン発見等）、「こどもコミュニケーション論」（13回目）

・データ・AI活用の現場（データ分析による意思決定（現状分析と課題抽出、仮説と予測モデルの
作成、予測モデルの分析）や、AI利活用事例（製造、公共、インフラなど））、「データサイエンス概
論」（6回目）
・データ、AIの活用の事例研究と課題考察、「情報リテラシーⅠ」（7回目）

授業に含まれている内容・要素 講義内容

（１）現在進行中の社会
変化（第４次産業革
命、Society 5.0、データ
駆動型社会等）に深く
寄与しているものであ
り、それが自らの生活
と密接に結びついてい
る

・社会で起きている変化(データ駆動型社会・Society5.0)、データに関する基礎的な知識(情報量の
単位、二進数、文字コード等)　「データサイエンス概論」(1回目）
・数理・データサイエンス・AIによる社会の変化（Society5.0、ビッグデータ、IOT等）、　「こどもコミュ
ニケーション論」(13回目）
・ネットワーク、ビッグデータ、AI活用が進む社会における課題、「情報リテラシーⅠ」（2回目）

・データ・AI利活用の最新動向、AIを活用した新しいビジネスモデル、AIに関する最新技術(シェアリ
ングエコノミー、レコメンデーション等)や、さまざまなAI技術要素（深層ニューラルネットワーク、畳み
込みニューラルネットワーク、変分オートエンコーダー、潜在空間、敵対的生成ネットワーク(GAN)、
強化学習、転移学習）、「データサイエンス概論」(7回目)
・データ・AI利活用の最新動向（保育現場での利活用等）、「こどもコミュニケーション論」(13回目)
・ネットワーク、ビッグデータ、AI利活用が進む社会の動向、「情報リテラシーⅠ」、（2回目）

（２）「社会で活用され
ているデータ」や「デー
タの活用領域」は非常
に広範囲であって、日
常生活や社会の課題
を解決する有用なツー
ルになり得るもの

・社会で活用されているデータ(ビッグデータ）、「データサイエンス概論」(2回目)
・ビッグデータの活用、「情報リテラシーⅠ」、（2回目）
・数理・データサイエンス・AIにおいて活用されるデータ（ビッグデータ、ログデータ、構造化データ、
非構造化データ等）、「こどもコミュニケーション論」(13回目)

・新たな技術の進展によって起こる様々な分野でのデータとAIの活用領域の広がり、データを活用
した一連のプロセスの体験、様々な領域(仮説検証・知識発見・原因究明・計画策定・判断支援・活
動代替等)でのデータサイエンス活用、「データサイエンス概論」(3回目)
・データとAIの活用領域(医療、介護、交通、防災、子育て支援等)、「こどもコミュニケーション論」
（14回目）

プログラミング基礎 4‐3データ構造とプログラミング基礎

データベースⅠ 4‐7データハンドリング

アルゴリズム 4-1統計および数理基礎

アルゴリズム 4‐2アルゴリズム基礎

授業科目 選択項目 授業科目 選択項目

情報リテラシーII 4‐3データ構造とプログラミング基礎

情報リテラシーII

⑧ 「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」
といった数理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

データサイエンス概論
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3-1

3-2

2-1

2-2

2-3

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

（５）実データ・実課題
（学術データ等を含む）
を用いた演習など、社
会での実例を題材とし
て、「データを読む、説
明する、扱う」といった
数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用
法に関するもの

・データの種類、データの代表値とばらつきの指標、打ち切りや脱落、「データサイエンス概論」（8
回目）
・複数のデータの関連性を捉える方法、「データサイエンス概論」（9回目）
・統計データの扱いと読み取り（データベースの基礎、データの種類、データの抽出等）、「情報リテ
ラシーⅡ」（5回目）

・データをグラフや図(棒グラフ、折れ線グラフ、散布図、積み上げ棒グラフ、箱ひげ図、ヒートマッ
プ、等)を使って分かりやすく表現する方法、データを比較する方法(条件をそろえた比較、処理の
前後での比較等)、実際の可視化事例や不適切なグラフ表現、「データサイエンス概論」(10回目)
・統計データの扱いと読み取り（実データの視覚的表現と説明、データの読み取りと解釈）、「情報リ
テラシーⅡ」（6回目）

・統計センターが公表している統計データ「教育用標準データセット（SSDSE）」や政府統計の総合
窓口「e-Stat」等で提供されている統計データを利用して、具体例に基づきながら、データの集計、
並び替えを学ぶ、「データサイエンス概論」（11回目）
・統計センターが公表している統計データ「教育用標準データセット（SSDSE）」や政府統計の総合
窓口「e-Stat」等で提供されている統計データを利用して、具体例に基づきながら、ヒストグラムや
散布図の描き方を学ぶ、「データサイエンス概論」（12回目）
・統計データの扱いと読み取り（実データの並び替え、検索、抽出等）、「情報リテラシーⅡ」（5回
目）

今後のデジタル社会において、数理・データサイエンス・AIを日常の生活、仕事等の場で使いこなすことができる基礎的素
養を主体的に身に付ける。さらに、学修した数理・データサイエンス・AIに関する知識・技能をもとに、これらを扱う際には、
人間中心の適切な判断ができ、不安なく自らの意志でAI等の恩恵を享受し、これらを説明し、活用できる。

（４）活用に当たっての
様々な留意事項
（ELSI、個人情報、
データ倫理、ＡＩ社会原
則等）を考慮し、情報
セキュリティや情報漏
洩等、データを守る上
での留意事項への理
解をする

・データ・AIを扱う上での留意事項（AI倫理、AIの社会的受容性の他、AIに関する原則やガイドライ
ン、AIの説明可能性、トラスト（信頼性）、公平性）、「データサイエンス概論」（13回目）
・データ・AI利活用における倫理とセキュリティ（ネットワーク上の情報活用とセキュリティ、ネット
ワーク上に潜む危険と対策、デジタル時代の著作権と教育的利用）、「情報リテラシーⅠ」（7回目）
・データ・AIを扱う上での留意事項（ELSI等）、「こどもコミュニケーション論」（13回目）

・セキュリティ・プライバシーの観点からデータを守る上での留意事項(情報セキュリティ(機密性・完
全性・可用性)等)や情報漏洩等によるセキュリティ事故、「データサイエンス概論」(14回目)
・データの保護（OECDプライバシー8原則等）、「こどもコミュニケーション論」（13回目）
・教育機関における個人情報の適切な取り扱い及び個人情報の問題の事例研究、「情報リテラ
シーⅠ」（2回目）

 
3



2023/11/21 11:50 エドポタ

https://portal.edogawa-u.ac.jp/uprx/up/pk/pkx003/Pkx00301.xhtml 1/3

教員名 履修開始年次 単位※1

年度 科目名

学期※2 学校区分

科目群
区分（授業形

態）

副題

授業の概要

到達目標

授業内容及び準備学習（予習・復習）の内容

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

松尾由美（T-0504）、八木　徹（D-0103）、山口　敏和(T-0603） 1年 2単位

2023年度 データサイエンス概論

2023年度後期 大学

情2群 集中講義

包括的な目標：今後のデジタル社会において、数理・データサイエンス・AIを日常の生活、仕事等の場で使いこなすことができる基礎的素養
を主体的に身に付けることを目指します。さらに、学修した数理・データサイエンス・AIに関する知識・技能をもとに、これらを扱う際に
は、人間中心の適切な判断ができ、不安なく自らの意志でAI等の恩恵を享受し、これらを説明し、活用できるようになることを目標としま
す。

内容：上記の目標を達成するため、この科目では、以下の3つのセクションについて学びます。
１．社会におけるデータ・AI利活用（第1・2回(対面)、第4~8回(オンデマンド)）：社会のさまざまな領域でデータ・AIが活用され、新たな
価値が生み出されていることを学び、数理・データサイエンス・AIを学ぶことの意義を理解する
２．データリテラシー（第9回～第13回）：データを適切に読み解いたり、説明する力を養う
３．データ・AI利活用における留意事項（第3回(対面)・第9回(オンデマンド)）：データ・AIを利活用する上で知っておくべきことについて
学ぶ

この科目は、集中講義(後期)として開講され、第1~3回は9月の、第10~14回は12月の集中講義期間に開講する予定です。開講スケジュール
を事前によく確認すること。第4~9回はオンデマンド授業として実施します。教材(動画・資料等)の共有、課題の提出、小テスト等に
GoogleClassroomを使用します。

この科目は、メディアコミュニケーション学部の「(1)知識と体験を基に、批判的かつ洞察的に思考し判断することができる」「（2）教養と
しての基礎知識及び専攻する学問分野における基礎的・専門的知識を身につけている」とというディプロマポリシーに関連し、「１：社会
におけるデータ活用」において、データ・AIによって、社会および日常生活が大きく変化していることを理解し、データ・AIを活用する価値
を説明できること、さらに、「３：データ・AI利活用における留意事項」において、データ・AIを利活用する際に求められるモラルや倫理、
データ駆動型社会における脅威（リスク）や個人のデータを守るために留意すべき事項について理解することを到達目標とする。
さらに、メディアコミュニケーション学部の「（4）コンピュータや情報環境を様々な活動に活用することができる」というディプロマポリ
シーに関連し「２：データリテラシー」において、データの比較対象を正しく設定したり、適切な可視化手法を選択することで、データの
特徴を読み解き、起きている事象の背景や意味合いを理解したり、他者に説明できることを到達目標とする。

ガイダンス：社会で起きている変化(データ駆動型社会・Society5.0)（担当者：山口・八木・松尾）
：データに関する基礎的な知識(情報量の単位、二進数、文字コード等)を学んだ上で、様々な領域でデータ・AIが活用されるデータ駆動型
社会でどのようなことが起きているのか変化を理解する。また、データ駆動型社会においてデータサイエンスを学ぶ意義を理解する。
予習：教科書　「1.1　社会で起きている変化」を読み、不明な語句や疑問点について調べ、ノートにまとめる。（100分）
復習：授業内で実施した小テストを復習し、不明な点や間違えた所をノートに整理し、理解を深める。（100分）

社会で活用されているデータ（担当者：山口）
：ビッグデータはどういうものか理解を深め、社会で活用されている様々なデータについて学ぶ。
予習：教科書　「1.2　社会で活用されているデータ」を読み、不明な語句や疑問点について調べ、ノートにまとめる。（100分）
復習：授業内で実施した小テストを復習し、不明な点や間違えた所をノートに整理し、理解を深める。（100分）

データを守る上での留意事項／データを説明する（担当者：松尾）
：セキュリティ・プライバシーの観点からデータを守る上での留意事項(情報セキュリティ(機密性・完全性・可用性)等)について情報漏洩
等によるセキュリティ事故の事例を紹介しながら学ぶ。データをグラフや図(棒グラフ、折れ線グラフ、散布図、積み上げ棒グラフ、箱ひ
げ図、ヒートマップ、等)を使って分かりやすく表現する方法やデータを比較する方法(条件をそろえた比較、処理の前後での比較等)につい
て、実際の可視化事例や不適切なグラフ表現を見ながら、学修を深める。
予習：教科書　「2.2　データを説明する」「3.2　データを守る上での留意事項」を読み、不明な語句や疑問点について調べ、ノートにま
とめる。（100分）
復習：授業内で実施した小テストを復習し、不明な点や間違えた所をノートに整理し、理解を深める。（100分）（担当者：松尾・八木・
山口）

データとAIの活用領域・データサイエンス活用事例（担当者：山口）【オンデマンド】
：新たな技術の進展によって起こる様々な分野でのデータとAIの活用領域の広がりについて学ぶ。さらに、データを活用した一連のプロセ
スを体験しながら、様々な領域(仮説検証・知識発見・原因究明・計画策定・判断支援・活動代替等)でデータサイエンスが活用されている
流れを理解する。
予習：教科書　「1.3　データとAIの活用領域」を読み、不明な語句や疑問点について調べ、ノートにまとめる。（100分）
復習：授業内で実施した小テストを復習し、不明な点や間違えた所をノートに整理し、理解を深める。（100分）

データ・AI利活用のための技術（1）（担当者：山口）【オンデマンド】
：様々なデータ解析の具体的内容について学ぶ。
予習：教科書　「1.4　データ・AI利活用のための技術（1.4.1~1.4.5）」を読み、不明な語句や疑問点について調べ、ノートにまとめる。
（100分）
復習：授業内で実施した小テストを復習し、不明な点や間違えた所をノートに整理し、理解を深める。（100分）
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第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

成績評価方
法・基準

書名 著者 出版社 ISBN 備考

データ・AI利活用のための技術（2）（担当者：八木）【オンデマンド】
：様々なデータ可視化の方法やAIの歴史と現状について学ぶ。
可視化については、可視化目的（比較、構成、分布、変化など）に応じた図表化の判断や、1次元、多次元の可視化方法として、各種グラ
フ（棒グラフ、折れ線グラフ、積み上げ棒グラフなど）や散布図、散布図行列の他、関係性の可視化をするネットワークなどについて学
ぶ。AIの歴史としては、推論、探索、トイプロブレム、エキスパートシステムに対応したAIや、汎用AI/特化型AI（強いAI・弱いAI）、フ
レーム問題などについて学ぶ。
予習：教科書　「1.4　データ・AI利活用のための技術（1.4.6~1.4.9）」を読み、不明な語句や疑問点について調べ、ノートにまとめる。
（100分）
復習：授業内で実施した小テストを復習し、不明な点や間違えた所をノートに整理し、理解を深める。（100分）

データ・AI活用の現場（担当者：八木）【オンデマンド】
：データ・AIを活用することでどのような価値が生まれ、そのような価値を生むために何に気を付けるべきかを学ぶ。
データ分析による意思決定（現状分析と課題抽出、仮説と予測モデルの作成、予測モデルの分析）や、AI利活用事例（製造、公共、インフ
ラなど）
予習：教科書　「1.5　データ・AI活用の現場」を読み、不明な語句や疑問点について調べ、ノートにまとめる。（100分）
復習：授業内で実施した小テストを復習し、不明な点や間違えた所をノートに整理し、理解を深める。（100分）

データ・AI利活用の最新動向／「社会におけるデータ・AI利活用」のまとめ（担当者：八木）【オンデマンド】
：AIを活用した新しいビジネスモデルや、AIに関する最新技術について学ぶ。シェアリングエコノミー、レコメンデーション等や、さまざ
まなAI技術要素（深層ニューラルネットワーク、畳み込みニューラルネットワーク、変分オートエンコーダー、潜在空間、敵対的生成ネッ
トワーク(GAN)、強化学習、転移学習）について学修する。さらに本セクションについて振り返り、セクション課題に取り組む。
予習：教科書　「1.6　データ・AI利活用の最新動向」を読み、不明な語句や疑問点について調べ、ノートにまとめる。（100分）
復習：授業内で実施した小テストを復習し、不明な点や間違えた所をノートに整理し、理解を深める。（100分）

データ・AIを扱う上での留意事項／「データ・AI利活用における留意事項」のまとめ（担当者：八木）【オンデマンド】
：AIでデータを扱う場合に留意すべきことやデータを保護するための現行の法制度の考え方について学ぶ。AI倫理、AIの社会的受容性の
他、AIに関する原則やガイドライン、AIの説明可能性、トラスト（信頼性）、公平性について学修する。さらに本セクションについて振り
返り、セクション課題に取り組む。
予習：教科書　「3.1　データ・AIを扱う上での留意事項」を読み、不明な語句や疑問点について調べ、ノートにまとめる。（100分）
復習：授業内で実施した小テストを復習し、不明な点や間違えた所をノートに整理し、理解を深める。（100分）

データを読む（1）（担当者：松尾）
：データの種類、データの代表値とばらつきの指標について学び、データ収集の際打ち切りや脱落など実際に発生する問題点について学
ぶ。
予習：教科書　「2.1　データを読む（2.1.1～2.1.6）」を読み、不明な語句や疑問点について調べ、ノートにまとめる。（100分）
復習：授業内で実施した小テストを復習し、不明な点や間違えた所をノートに整理し、理解を深める。（100分）

データを読む（2）（担当者：松尾）
：複数のデータの関連性を捉える方法について学ぶ。
予習：教科書　「2.1　データを読む（2.1.7～2.1.10）」を読み、不明な語句や疑問点について調べ、ノートにまとめる。（100分）
復習：授業内で実施した小テストを復習し、不明な点や間違えた所をノートに整理し、理解を深める。（100分）

データを扱う（１）
：統計センターが公表している統計データ「教育用標準データセット（SSDSE）」や政府統計の総合窓口「e-Stat」等で提供されている統
計データを利用して、具体例に基づきながら、データの集計、並び替えについて学ぶ。
予習：教科書　「2.3　データを扱う」を読み、不明な語句や疑問点について調べ、ノートにまとめる。（100分）
復習：授業内で実施した小テストを復習し、不明な点や間違えた所をノートに整理し、理解を深める。（100分）

データを扱う（2）／「データリテラシー」のまとめ（担当者：松尾）
：統計センターが公表している統計データ「教育用標準データセット（SSDSE）」や政府統計の総合窓口「e-Stat」等で提供されている統
計データを利用して、具体例に基づきながら、ヒストグラムや散布図の描き方を学ぶ。さらに本セクションについて振り返り、セクション
課題に取り組む。
予習：別のデータを使って、授業内で行った分析を行い、理解を深める。（100分）
復習：授業内で実施した小テストを復習し、不明な点や間違えた所をノートに整理し、理解を深める。（100分）

まとめ(担当者：松尾、八木、山口)
3つのセクションの内容について振り返り、これまで提出されたセクション課題についてフィードバックを行う。
予習：これまで学修した内容を振り返り、不明な点や疑問点を整理し、ノートにまとめる。(100分)
復習：授業内のフィードバックを基に、各自取り組んだセクション課題を見直し、修正する。(100分)

毎回の課題（毎回の授業時に課される小テスト）：60％
平常点（リアクションペーパー）：10％
セクション課題：30％
を合計して評価する。授業中に行う小テストは、オンラインテストで行い、回答直後に正誤についてフィードバックする。さらに、間違い
の多かった箇所について、次回の授業で解説を行う。
さらに、提出されたセクション課題の内容について、第14回にフィードバックを行う。
なお、コロナウィルスの感染状況により、オンライン授業となった場合にも、評価方法・基準に変更はありません。
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教養としてのデータサイエン
ス

北川源四郎・竹村彰通（編） 講談社 978-4-06-523809-7

参考書

その他

参考URL

実務経験

実務経験詳細

学生を主体と
する教育方法

の実践

ディプロマ・
ポリシーとの

関連性

※1 最新カリキュラムにおける単位数が表示されますので、入学年度により実際の単位数とシラバス上に表示される単位数が異なる場合があります。学生便
覧等で単位数を確認してください。

※2 前期・後期の両方が記載されている場合は、通年科目となります。

松田稔樹・萩生田伸子（監修）　問題解決のためのデータサイエンス入門　実教出版
岡嶋裕史・吉田雅裕（共著）　基礎テキスト　はじめてのAIリテラシー　技術評論社

連絡先：松尾由美　yumatsuo@edogawa-u.ac.jp／八木徹　yagi@edogawa-u.ac.jp　／山口敏和　tyamaguc@edogawa-u.ac.jp

ディスカッション、ディベート／グループワーク

メディアコミュニケーション学部(1)／メディアコミュニケーション学部(2)／メディアコミュニケーション学部(4)
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江戸川大学「数理・データサイエンス・AI教育プログラム」取組概要

本プログラムを通じて身につけることができる能力

今後のデジタル社会において、数理・データサイエンス・AIを日常の生活、仕事等の場で使いこなすことが
できる基礎的素養を主体的に身に付ける。さらに、学修した数理・データサイエンス・AIに関する知識・技能
をもとに、これらを扱う際には、人間中心の適切な判断ができ、不安なく自らの意志でAI等の恩恵を享受し、
これらを説明し、活用できる。

データサイエンス概論
(2単位)

情報リテラシー
I(2単位)

情報リテラシー
II(2単位)

こどもコミュニ
ケーション論
(2単位)

（１）現在進行中の社会変化（第４次産業革命、
Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与してい
るものであり、それが自らの生活と密接に結びついている

◎ ◎ ◎
（２）「社会で活用されているデータ」や「データの活用
領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題
を解決する有用なツールになり得るもの

◎ ◎ ◎
（３）様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用
事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、
サービス、インフラ、公共、ヘルスケア等）の知見と組み合
わせることで価値を創出するもの

◎ ◎ ◎

（４）活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個
人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情
報セキュリティや情報漏洩等、データを守る上での留意事
項への理解をする

◎ ◎ ◎

（５）実データ・実課題（学術データ等を含む）を用い
た演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、
説明する、扱う」といった数理・データサイエンス・ＡＩの基
本的な活用法に関するもの

◎ ◎

修了要件
学部学科ごとに、
表にある科目全て
の単位を修得する

メディアコミュニケーション学部
こどもコミュニケーション学科 2022年度入学生

右記を除く
全学部全学科の学生

修
了
証

必須科目「データサイエンス概論」以外のオプション科目
「アルゴリズム」 「プログラミング基礎」 「データベースI」

プログラム修了のための必須科目

より高度なレベルの学修を目指す場合、オプション科目「アルゴリズム」に加えて
「ロジカルシンキング」「データ処理応用」「データサイエンス応用」の履修を推奨
（こどもコミュニケーション学科を除く全学部・全学科学生が履修可能）
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